
指  定  理  由  書  
 

名 称 ・ 員 数   
把 手 付 き 片 口 鍋 他 真 田 ・ 北 金 目 遺 跡 群 1 8Ａ 区 （ 大 久

保 遺 跡 ） ３ 号 竪 穴 住 居 跡 出 土 資 料 一 括  

法 量  
把 手 付 き 片 口 鍋  径 2 0 5 m m、 深 さ 7 1 m m、 厚 さ 5～ 6 m m  

土 師 器 、 須 恵 器 、 灰 釉 陶 器 、 鉄 製 品 、 銅 製 品 他  

所 有 者  平 塚 市 （ 平 塚 市 教 育 委 員 会 所 蔵 ）  

所 在 地  平 塚 市 浅 間 町 ９ 番 １ 号  

種  別  有 形 文 化 財 （ 考 古 資 料 ）  

 

真 田 ・ 北 金 目 遺 跡 群 は 、 平 塚 市 の 北 西 、 J R 平 塚 駅 か ら 直 線 で 約 ７

キ ロ の 、 北 金 目 台 地 上 に 位 置 す る ９ 遺 跡 か ら な る 遺 跡 群 で あ る 。 こ

の 台 地 で 、 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 が 実 施 さ れ る こ と か ら 平 成 ７

（ 1 9 9 5） 年 ～ 平 成 2 5（ 2 0 1 3） 年 に か け て 大 規 模 な 発 掘 調 査 が 実 施 さ

れ 、 縄 文 時 代 か ら 近 世 に 至 る 集 落 跡 等 が 検 出 さ れ た 。  

当 該 資 料 は 、 こ の う ち 調 査 対 象 地 南 西 側 、 東 海 大 学 敷 地 に 隣 接 し

た 1 8Ａ 区 の ３ 号 竪 穴 住 居 跡 か ら 出 土 し た も の で あ る 。な お 、遺 跡 名

と し て は 、 平 塚 市 № 2 3 3・ 大 久 保 遺 跡 に あ た る 。  

出 土 遺 物 は 、 土 師 器 、 須 恵 器 、 灰 釉 陶 器 、 石 製 品 、 鉄 製 品 （ 把 手

付 き 片 口 鍋 等 ）、 銭（ 長 年 大 宝 ） が あ る 。 出 土 し た 土 器 か ら 、 こ れ ら

の 遺 物 は 9 世 紀 後 半 ～ 1 0 世 紀 前 半 頃 の 所 産 と 考 え ら れ る 。  

こ の う ち 、 把 手 付 き 片 口 鍋 は 竪 穴 住 居 跡 の 北 東 コ ー ナ ー 付 近 の 覆

土 中 か ら 出 土 し た も の で 、 径 2 0 . 5 ㎝ 、 深 さ 7 . 1 ㎝ ほ ど で 、 長 さ 6

㎝ の 中 空 の 柄 を 持 ち 、 口 縁 部 は 片 口 を な す 。  

把 手 付 き 片 口 鍋 の 類 例 は 、 多 賀 城 、 秋 田 城 な ど 、 現 在 ま で の と こ

ろ 本 例 を 含 め て 全 国 的 に ４ 例 が 知 ら れ る の み で あ る が 、 近 年 茨 城 県

古 河 市 川 戸 台 遺 跡 か ら 大 量 の 鋳 型 が 発 掘 さ れ 、 鍋 に 対 す る 検 討 が な

さ れ る よ う に な っ た 。 出 土 例 の う ち 2 例 が 陸 奥 ・ 出 羽 の 城 柵 出 土 で

あ る こ と や 大 量 鋳 造 か ら 、把 手 付 き 片 口 鍋 は 、征 夷 事 業 に 関 わ る「 軍

防 令 」 に 規 定 さ れ た 軍 団 兵 士 の 携 行 用 の 鍋 と し て 供 給 さ れ た 可 能 性

が あ る 。 ま た 、 住 居 跡 か ら 出 土 し た 遺 物 の 時 期 と の 関 係 か ら 、 秋 田

城 が 焼 き 討 ち さ れ る な ど 古 代 史 上 、 大 規 模 な 反 乱 と な っ た 元 慶 の 乱

（ 8 7 8～ 8 7 9 年 ） に 関 連 す る 遺 物 と す る 説 も 提 示 さ れ て い る 。  

以 上 の よ う に 、 当 該 資 料 は 、 全 国 的 に も 貴 重 な 遺 物 で あ る と と も

に 、 律 令 制 の も と で の 古 代 平 塚 と 蝦 夷 遠 征 に 関 わ る 貴 重 な 資 料 で あ

る と 考 え ら れ る 。  

当 該 資 料 を 市 の 重 要 文 化 財 に 指 定 す る の が 望 ま し い 。  
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